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The purpose of this study was to report on the process of attempting to introduce 
video analysis software into the information analysis activities of the International 
Budo University Men's Handball Team and to gain the author's insights gained from 
it to other clubs' information analysis activities and coaches. To achieve this 
purpose, the author reflected on the information analysis activities since joining the 
team and conducted an analysis. The results are as follows: (1) In introducing video 
analysis software, PC operation is essential. Therefore, it was considered necessary 
to understand the students' PC operation skills and prepare for the introduction 
accordingly. (2) Coaches need to consider in advance how the team should conduct 
information analysis activities. It is important to accurately grasp the current team 
situation, plan for anticipated challenges with a sense of preparedness based on 
their ideals, and flexibly respond to unexpected events to develop information 
analysis activities. 
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Ⅰ．研究背景 

財団法人日本オリンピック委員会の「JOC 
GOLD PLAN」1)では，高度なテクニカル活動，

すなわち情報分析活動をコーチング活動に役立

てることで，競技力向上の一助となることが述

べられている．これは，競技スポーツにおける

情報分析活動の重要性を示している．

情報分析活動を専門的に行うスタッフはアナ

リストと呼ばれ，近年はバレー2)やハンドボー

ル 3)など様々な競技で活躍している．筆者が所

属する国際武道大学男子ハンドボール部では，

チーム内にアナリストが不在であり，時間的制

約から監督である筆者がその役割を担うことは

難しいため，高度な情報分析活動を行うことが

困難な状況にある．このような状況は，他大学

のハンドボールチーム 4)や，他競技のクラブ 5)

でも散見される．そのため，国際武道大学男子

ハンドボール部では，学生を中心に情報分析活

動を行う「情報局」という部局を設けた．この

情報局は，所属する学生を中心に，練習や試合

における自チームの反省，および対戦相手の分

析をするスカウティングのために，映像や，プ

レー結果などを数値化した客観的データを収集
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して情報分析活動を行い，競技力向上の一助に

しようと努めている．その際，PCやプロジェク
ター，テレビなどの ICT機器などを活用してい
る．しかしながら，2021年秋の時点では，効率
的な分析のための映像加工や編集は行われてお

らず，ミーティングでの情報提供も同様であっ

た．これらのことについて監督である筆者は課

題として感じており，情報分析活動をさらに発

展させるためには，映像分析ソフトを導入する

ことが効果的であると考えた．

そこで本研究は，国際武道大学男子ハンドボ

ール部における情報分析活動に映像分析ソフト

を導入しようと試みた過程とそこから得た筆者

の学びを報告するとともに，他クラブの指導者

および情報分析活動に役立つ知見を得ることを

目的とした．

Ⅲ．方法 

１．対象 

本事例の対象は，2019年 4 月から 2023年 3
月までの間に行われた国際武道大学男子ハンド

ボール部における情報分析活動と，このチーム

における筆者のコーチング活動についてであ

る．筆者は 2019 年 4 月に国際武道大学のハン

ドボール専門教員として着任し，2020 年 3 月

までコーチ，2020年 4 月から 2023年 5 月現在

まで監督としてチームの指導に携わっている．

筆者は日本スポーツ協会公認コーチ資格のコー

チ 3を有し，大学院ではハンドボールコーチン

グ論研究室に所属し，ハンガリーでのハンドボ

ールコーチング留学経験もある．過去には全国

トップレベルの大学男女ハンドボール部のコー

チ，ハンドボール女子 U-22 日本代表のアナリ

ストとしての経験も持つ．また，大学女子ハン

ドボール部でコーチとして携わっていた期間に

は，映像分析ソフトを導入し，情報分析活動の

中心を担っていた経験がある．

２．事例の提示方法 

本研究では，會田 6)が示したコーチング活動

における事例研究の方法論を参考にした．国際

武道大学男子ハンドボール部における情報分析

活動や筆者のコーチング活動に関して，筆者の

内省を手がかりに，筆者自身が記述し，分析で

きる対象として外化した．この際，内省を活性

化させるため，筆者が日々記録していたコーチ

ング日誌やチームの活動が記録されたミーティ

ング資料を用いて振り返った．これらの日誌や

資料には，筆者がその時チームや選手に感じて

いたことを自由に記録していた． 

これらの記述を整理し，国際武道大学男子ハ

ンドボール部における情報分析活動や筆者のコ

ーチング活動を，映像分析ソフトの導入を検討

するまでの過程，映像分析ソフト導入の試みの

2つの事例として提示した．

Ⅳ．事例の提示 

１．映像分析ソフトの導入を検討するまでの過

程 

2019年度春季リーグまで，対戦相手の情報収

集および分析といった情報分析活動は行われて

こなかった．2019年度秋季リーグからビデオカ

メラでの情報収集および分析活動を行い始め

た．ここまでの段階では，学生が試合のビデオ

撮影を行い，筆者が映像の管理や共有，対戦相

手についての分析の中心を担っていた．映像は，

筆者がチームのYouTubeアカウントにアップロ

ードして保存し，チーム内に共有していた．リ

ーグ戦が始まってからのミーティングでは，自

チームの振り返りやスカウティングのために映

像が用いられるようになった．この時点では，

映像が編集，加工されることはなく，撮影され

たものを視聴し，気になったシーンを繰り返し

巻き戻して相手の特徴について話し合いながら

分析していた．筆者はこれらのミーティング方

法に対し，効率の悪さを感じていた．

2020年春には，それまで以上に情報分析活動

に力を入れたいという学生の要望があった．筆

者は，チーム内に情報分析活動を専門的に担う
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アナリストが不在であることや，監督である筆

者が行うには負担が大きく十分な情報分析活動

を行うには困難であると感じていた．そこでチ

ーム内に情報局を設立することを提案し，学生

を中心に情報分析活動を促進させるための基盤

をつくった．その結果，これまでの筆者の役割

は学生に移行され，筆者の負担は軽減された．

2020年秋季リーグでは，学生からスカウティ
ングの質を上げたいと相談を受けた．これまで

は選手たち独自の方法で行っていたが，これま

での方法とは一新して，チーム内でオフェンス

とディフェンスのスカウティンググループを作

成することにした．筆者は，それぞれのグルー

プに対してスカウティングにおける分析の観点

を提示して分析させた．このように，選手のみ

で分析して考えをまとめた後，オフェンス，デ

ィフェンスそれぞれの代表者 1名ずつとキャプ

テン，筆者の計 4名で毎試合ごとにミーティン

グを行い，ゲームの方針を話し合って決めてい

た．その後，チームでミーティングを行った．

オフェンスとディフェンスともにそれぞれのス

カウティンググループが対戦相手の分析結果と

その対応についての方針をメンバー全員に伝え

ていた．その際，伝わりやすくするために映像

を用意させた．映像は事前にスカウティンググ

ループで用意し，それを筆者が確認して映像の

選出を行っていた．この際，収集された映像が

分析やミーティングでの提供のために加工，編

集されることはなかった．そのため，選手の映

像による分析やミーティング用の映像の選出に

はかなりの時間を要していた．

2021年春季リーグは，新型コロナウィルス感

染拡大のため中止となってしまった．その影響

もあり，多くの 4年生が退部してしまい，チー

ムに所属する部員はかなり減ってしまった．そ

のため，2020年まではスカウティンググループ

の複数メンバーで対戦相手の分析を行っていた

が，2021年秋季リーグでは，キャプテン Dと副

キャプテン Eを中心にスカウティングが行われ

た．スカウティングにかける人数が減ってしま

ったこともあり，キャプテン Dや副キャプテン

E からは時間が無いことを理由に自チームの振

り返りや対戦相手のスカウティングを十分にで

きていないことを筆者は度々聞かされていた．

筆者は，その度に選手の時間的な余裕を生み出

す方策を考えていた．そこで，「スポーツ分析法」

の授業において映像編集作業を実践させている

ことを思い出し，撮影された映像を加工，編集

して共有することを学生の何人かに提案した．

そうすることで，分析するシーンを効率的に見

ることができるからである．しかしながら，学

生の多くは PC の操作に苦手意識を持っている

反応を示し，慣れるまでに時間がかかることを

予想しており，操作に慣れるまでに映像編集自

体に多くの時間を要することや試合後に PC を

操作する労力がかかることに嫌気を感じること

から，提案を却下されてしまった．筆者は，役

割を分担し，時間や回数をかけて習慣化すれば，

時間は短縮され効率化されると考えていたが，

選手たちは目の前の時間や労力が割かれること

に対して嫌悪感を感じていたようであった．そ

のため，分析を効率化するために映像編集を伴

う情報分析活動を導入することはできなかっ

た．筆者は，これらの情報分析活動の時間にお

ける課題を解決しなければ，この活動のクオリ

ティを高めることは非常に難しいと考えてい

た．そのため，映像分析ソフトの導入を検討し

た．その際，過去にコーチとして活動していた

大学で｢Sportscode｣（Hudl社製）を使用していた

ことを思い出した．Sportscodeは，試合などのプ

レー映像を，PC で自由にカスタマイズして編

集･分析でき，それらをダイジェスト映像として

作り出すことができる 7）映像分析ソフトであ

る．サッカー8）やバスケットボール 9）など様々

な競技で使用されている．筆者も使用したこと

のあるソフトであれば，学生たちにも教えやす

いと考えた．

2． 映像分析ソフト導入の試み
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2022年の年始から 2月中旬まで，新型コロナ

ウィルス感染拡大の影響により，クラブ活動は

休止されていた．活動再開が許されてからも，

全員が参加するまでには時間を要し，3 月の中

旬までは数名程度での活動にとどまっていた．

その中で 4年生での退部者もいた．4月になり，

入部した新一年生も含めて全員が揃い，十数名

になった．退部者の中には情報局に所属してい

た者もおり，新一年生には仕事の役割を持たせ

ないというチーム方針もあって，情報分析活動

に取り組める人数は 2021 年と比べてさらに減

少した．そのため，2021年秋に着想し，2022年

春季リーグ戦が始まる前に Sportscode を購入し

たものの，前年に学生の PC 操作に対する苦手

意識を考慮するとこのようなチーム状況で新た

なスカウティング活動に取り組むことや，これ

までの情報分析活動の課題を解決し，さらにク

オリティを高めるために力を注ぐような提案を

することは筆者にとって躊躇われた．チームに

その余裕はないと筆者は判断し，春季リーグで

の Sportscode の導入は諦めてしまった．これら

のことから，春季リーグでの情報分析活動にお

いて新たな取り組みや活動の改善は見られず，

むしろ情報分析活動のクオリティは前年よりも

低くなってしまった．

2022年秋季リーグ前，さらに 4年生が数人退

部していた．部員が 10名前後となり，部員の少

なさによる他の部局の仕事との兼ね合いから，

キャプテンと筆者のみでスカウティングを分担

して行うこととなった．キャプテンと筆者のミ

ーティングは，週に 2，3回とこれまでよりも頻

繁に行われるようになった．キャプテンの負担

を少しでも減らすために，Sportscode を改めて

取り入れてはどうかと考えた．筆者は，情報局

に所属している下級生に Sportscode の紹介や，

それを使用してできることを説明した．その学

生は，Sportscodeの使い方を理解しようと，空い

た時間を見つけて筆者の研究室を訪ねたり

Hudl 社の担当者に電話やメールで質問したり

するほど，意欲的に取り組もうとしてくれた．

しかし，残念ながら，怪我の手術のため秋季リ

ーグ中に入院することが決まってしまった．そ

のため，Sportscode を扱える者がチーム内にい

なくなってしまった．したがって，秋季リーグ

中には情報局のメンバーが一人しかいないこと

になり，その一人は試合の中心メンバーであっ

たため，負担になることを任せるわけにはいか

なかった．このように，新しいことを導入する

にはやはりマンパワー不足であり，筆者は

Sportscode を導入することを諦めざるを得なか

った．

Ⅴ．事例の解釈 

結論として，筆者は分析ソフトの導入を実現

できなかった．その要因は主に 2つあると考え
られる．

1 つ目の要因は，学生の PC 操作に対する苦
手意識である．学生に対して初めて映像を加工

して分析することを提案した時に見られたの

は，時間がかかってしまうこと，そこに対して

労力を注ぎたくないことなどのネガティブな反

応であった．このように，映像編集に取り組む

前から学生は PC を操作することに苦手意識が
あったようであった．筆者は「スポーツ分析法」

の事前実践経験が役立つと考えていたが，学生

は映像編集作業の手間や難しさを感じ，それに

かかる時間と労力を想像したことが映像分析ソ

フト導入の提案を却下する一因となったと考え

られる．筆者はここで，学生の PC 操作に対す
る意識を把握しきれていなかったことに気づい

た．新たな映像分析ソフトを導入するには，学

生の PC に対する苦手意識を払拭しスキルを身
につけることが必要であった．映像分析ソフト

を導入する以前の問題であった．映像分析ソフ

トを使用することや，それなしに映像編集作業

を行っていくにせよ，時間と労力がかかること

を理解しながらも PC 操作の経験を積み，編集
作業にかかる時間が短縮される実感を得ること

62 「武道・スポーツ研究」第 4号



が必要であると考えられる．また，それを行う

ことによってその後の分析活動にかかる時間が

短縮されることや，分析できることが増えるこ

とを理解し経験することで，映像編集の価値を

見出すことができ，必要性を感じるのではない

かと考えられる．また，チームの情報分析活動

を発展させるためには，筆者はあらかじめ学生

の PC 操作の力量や意識について正しく把握し

ておくべきであり，それを踏まえて計画的に準

備しておくべきであったと考えられる．

2 つ目の要因は，情報分析活動に携わる人数

の変動である．これは，退部者が多く出てしま

ったことや情報局に所属する学生の離脱による

ものであった．2 年連続で新型コロナウィルス

感染拡大の影響により春季リーグ戦が中止にな

ってしまった．その当時の状況では秋季リーグ

戦が開催されるかどうかもわからないことやク

ラブ活動自体が休止される可能性も十分にあり

得た．そのため，4 年生にとってモチベーショ

ンを保つことは容易ではなく，クラブ活動を続

ける選択をすることが難しかったと推察され

る．この状況を筆者が変えることはできず，退

部する学生の気持ちを計り知ることも，うまく

相談に乗ることもできなかった．情報局に所属

する学生の離脱に関しては，怪我での手術入院

がリーグ戦直前に急遽決まったためであった．

その学生に対して映像分析ソフト導入の可能性

を信じて指導していたものの，断念した．これ

に関しても，手術入院の時期は学生に決定権が

あり，筆者にとっては止むを得ないことであっ

たと考えられる．このように，度重なる予想外

の出来事の連続により，筆者はチームに映像分

析ソフトを導入できる状況ではなかったと判断

し，断念した．

これらのことから，筆者は映像分析ソフトを

チームに導入することはできず，チームの情報

分析活動を発展させることはできなかった．筆

者は，チームの情報分析活動における課題解決

と発展のために映像分析ソフトの導入を試み

た．しかしながら，導入を試みる時期やチーム

の状況について適切な判断をすることができな

かったため失敗してしまったと考えられる．こ

れらのことは，指導者は目の前のチーム状況を

適切に捉え，その時にチームに新しい取り組み

を導入することが適切であるかどうかを見極

め，判断しなければならないことを示している

と考えられる．そのためには，指導者は，情報

分析活動をどのように進めるべきか事前に考え

を持ち，予想される課題に対して計画的に準備

し，予想外の出来事にも柔軟に対応していくこ

とが重要であると考えられる．

Ⅴ．まとめ 

本研究では，国際武道大学男子ハンドボール

部の情報分析活動に映像分析ソフトを導入しよ

うとした過程と，その過程から得た筆者の学び

を報告するとともに，他クラブの指導者や情報

分析活動に役立つ知見を得ることを目的とし

た．

 この目的を達成するために，筆者はチームに

所属して以来の情報分析活動を振り返り，本事

例を以下のように総括した．

（1）映像分析ソフトの導入には，PC 操作は必須

である．したがって，学生の PC 操作スキルを

事前に把握し，それに応じた導入の準備期間を

設けることが必要であると考えられた．

（2）指導者は，自身が指導するチームの情報分

析活動について，いつ，誰が，何を，どのよう

に行うべきかを事前に考える必要がある．目の

前のチーム状況を適切に把握し，自分の理想と

照らし合わせつつ，予想される課題に計画性を

持って準備し，予想外の出来事にも柔軟に対応

して情報分析活動を発展させることが重要であ

ると考えられた．
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英文抄録の翻訳 

本研究の目的は，国際武道大学男子ハンドボール部における情報分析活動に映像分析ソフトを導入

しようと試みた過程を報告し，そこから得た筆者の学びを他クラブの情報分析活動および指導者に役

立つ知見を得ることであった．この目的を達成させるために，筆者がチームに所属してからの情報分

析活動を振り返って考察し，結果は以下の通りである．（1）映像分析ソフトを導入する上で，PC 操
作は必須である．そのため，学生の PC操作スキルを把握しておき，それに応じて導入のための準備
期間が必要であると考えられた．（2）指導者は，チームが何をどのように情報分析活動を行うべきか
を事前に考えておく必要がある．目の前のチーム状況を適切に捉え，自分の理想と照らし合わせなが

ら，予想される課題に計画性をもって準備し，予想外の出来事にも柔軟に対応して情報分析活動を発

展させていくことが重要であると考えられた．

（380字） 
（2023年 11月 15日受付）
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